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R5.7.25_第 141 回（令和５年度第３回）佐賀県公益認定等審議会 資料№５ 

 

新しい時代の公益法人制度の在り方に関する有識者会議「最終報告」について 

 

１ 新しい時代の公益法人制度の在り方について 

【概要】 

2006 年に制定された新公益法人制度は、民間による公益の増進を目的としつつも、不

祥事の発生を契機として厳格な事前規制・監督による国民の信頼確保に重きを置いた行政が

行われてきた。このため、公益的活動の自由な展開・伸長の制約となっていると指摘がなさ

れてきたことから、公益法人が、より柔軟・迅速な公益的活動を展開していくことが可能と

なるとともに、より国民からの信頼・協力を得られる存在となることを目的として、内閣府

にて有識者による「新しい時代の公益法人制度の在り方」に関する会議を実施した。今後は

公益法人制度改革の具体的な制度設計を行い、令和７年度以降の新公益法人制度施行を目指

す。 

財務基準では公益法人自らの経営戦略に沿って、社会的課題の変化等に柔軟・迅速に対応

し、継続的・発展的に公益的活動の活性化に取り組んでいくことができるよう、法人の財務

規律及び公益認定等の行政手続を見直すことを目的とし、収支相償については以下の改正を

行う。 

 

２ 過去の赤字補填による収支相償の充足への経緯について 

【従来】 

 

  認定法の考え方に従い、将来に向かって公益目的に投資することの説明が必要であり、

事業の拡大を図れるよう事業計画や予算に反映させ実施することにより、結果として法人

の財政状況を回復できるものとする。したがって、過去の事業年度で発生した赤字の補て

んは剰余金の使途としては、適当ではない。 

（別紙１参照） 

 

                    

【改正案】 

  

中期的な収支均衡の確保 

 収支均衡の判定において過去の赤字が考慮されず、また細かな事業単位ごとの赤字が求め

られることで、法人の効果的な財源の活用が困難になっていることから、単年度の収支差

ではなく、中期的な収支均衡状況を図る趣旨を法令上明確化。「黒字」が生じた場合には

「中期的」に均衡を回復。「中期的」は５年間とし、過去の「赤字」も通算して判定。 

（別紙２参照） 
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３ 今後のスケジュール 

（１）令和５年夏 

新しい資本主義実行計画・骨太方針 

予算要求・税制改正要望 

（２）令和６年 

改正法案国会提出予定 

（３）令和７年度目途 

新公益法人制度施行 

（４）令和８年度目途 

新公益信託制度施行 



 

添付資料 目次 
 

別紙１ 会計研究会報告書（平成 27 年 3 月公表）及び FAQ 改正の解説 

：内閣府公益認定等委員会事務局 

別紙２ 新しい資本主義の実現に向けた公益法人制度改革 

：内閣府大臣官房公益法人行政担当室 

別紙３ 最終報告：新しい時代の公益法人制度の在り方に関する有識者 

会議 
 



1

別紙１



2



3



別紙２







 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別紙３



 
 

 

 

  p  

  p  

 p  

 p  

 p  

 p  

 p  

 p  

  p  

 p  

 p  

 p  

 p  

 p  

 p  

 p  

 p10 

 p10 

  p11 

 p11 

 p11 

D X  p12 

 p12 

 

 

 



1 

 

 

 

 

 

 

 

2022

10

11  

12

 

 

 

 

 

 

 29 1896

18 2006

 



2 

9,700 29

31

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006

 

 

 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1

 

 

   

 

 

 

  

                                                      
1 

 



4 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 



5 

 

 

  

( )

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  



6 

 

   

( )

 

 

 

  

 

( ) 
 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 



7 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 



8 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

inform ation

 

  



9 

 
2

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

  

10

 

10

                                                      
2 

 



10 

 

  

 

  

 

 

1000 1000

50 100 100 50

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 31  

11 62

31

 

  

 

 

 

  

 

 

  

50%



12 

 

  

 

  

 

 

 D X  

  

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  



13 

  

 

 

          

 

       

          

 

  

         

 

       

          

 

       

          

 

 

          

 

 

          

 

 

        

 

 

         

 

 

          

 

        

           

 

  

   

 

   

    

 

  



14 

 

 

 

2022 10  

 

 

 

2022 10 12  

 

 

 

  

2022 10 25  

 

  

 

 

 

 

 

2022 11  

 

  

 

 

 

2022 11 16  

 

 

  

 

  

 

2022 11 30  

 

  



15 

2022 12   

 

 

2022 12 14  

 

 

2023 17  

 

 

10 2023 27  

 

 

28 17  

 

11 2023 30  

 

 


